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１ 河川のモニタリング調査について 

(1) 調査の目的 

 本調査は、「かながわ水源環境保全・再生施策大綱（平成 17年度）」及び「第２期かながわ水源環境

保全・再生実行５か年計画（平成 24年度～28年度）」に基づき、水源河川の相模川水系及び酒匂川水

系において、動植物の生息状況及び水質の状況を調査し、河川環境に関する基礎データを収集するこ

とを目的とする。 

(2) 調査対象河川 

相模川水系及び酒匂川水系 

(3) 調査の概要 

ア 河川の流域における動植物等調査 

施策の効果の評価に活用できる河川環境の変化を把握するため、河川環境を指標する水生生物、河

川と関わりのある陸域生物及び BOD、窒素、燐等の水質項目の調査を５年ごと実施する。これまでに、

第１期調査として平成 20 年度に相模川水系、平成 21 年度に酒匂川水系を調査し、第２期調査として

平成 25年度に相模川水系、平成 26年度に酒匂川水系を調査した。 

(ｱ) 動植物調査 

調査は、「平成 18年度版 河川水辺の国勢調査 基本調査マニュアル（国土交通省）」に準じて実施す

る。 

調査地点：図１の地点（ただし、サンショウウオ類調査は各水系の 25地点の沢で実施） 

調査項目：底生動物、魚類、付着藻類、鳥類、両生類、植物 

調査時期及び回数： 次表のとおり 

対象生物 調査時期及び回数 

底生動物、付着藻類 ７月と 12月の年２回 

魚類 ７～８月と 12～１月の年２回 

鳥類 ５～６月と１～２月の年２回（繁殖期及び越冬期を考慮） 

カエル類 ６月と２月の年２回（幼生期を考慮） 

サンショウウオ類 ４～８月の年１回（幼生期を考慮） 

植物 ６月と 10月の年２回（開花時期及び結実時期を考慮） 

(ｲ) 水質調査 

 調査は、「公共用水域水質測定計画（神奈川県）」に準じて実施する。 

調査地点：図１の地点 

調査項目：次表のとおり 

調査時期及び回数：毎月１回の年 12回  

項目 調査項目 

観測項目 天候、流量、気温、水温、色相、透視度、臭気、河川外観（流況）、 

測定項目 pH、BOD、COD、SS、DO、全窒素、溶解性全窒素、硝酸性窒素、 

亜硝酸性窒素、アンモニア性窒素、全燐、溶解性全燐、燐酸態燐、 

全有機炭素、電気伝導率、付着藻類現存量、 
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イ 県民参加型調査 

水源環境保全・再生事業の普及啓発を図るとともに、得られたデータにより河川の流域における動

植物等調査結果を補完するため、県民から調査員を募って、県民参加により動植物及び水質の調査を

毎年実施する。これまでに、第１期調査として平成 20 年度から 23 年度の４回、第２期調査として平

成 24年度から 27年度の４回の調査を実施した（第２期調査は平成 28年度まで実施）。 

調査は、「県民参加型調査マニュアル（環境科学センター）」及び「今後の河川水質管理の指標につ

いて（案）（国土交通省）」に基づいて実施する。 

調査地点：県民調査員が自由に設定する 

調査項目：底生動物、魚類、植物、水質ランク（表１参照）、気温、水温、ｐＨ 

調査時期及び回数：県民調査員が自由に設定する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 調査地点配置図 

相模川水系 

酒匂川水系 

表１ 水質ランク 
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２ 平成 27年度の結果 

(1) 県民参加型調査 

ア 応募人数 

 個人と団体（４団体）合わせて 81 名の応募があった。 

イ 講習会等の開催 

 講習会等を表２のとおり開催した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 調査結果 

 調査は延べ 43 地点で実施され、動植物調査結果 43地点分、水質調査結果 31地点分が提出された。

これらの結果について、重複して調査が行われた地点を整理し、33地点において有効なデータを得る

ことができた。 

調査結果を表３に示す。 

 

年度 応 募

人数 

講習会等の開催回数及び参加延べ人数 調査実施

地点 現地講習会 室内講習会 講座 意見交換会 

H27 81 5回 50 人 5回 47人 1回 13人 2回 14人 43 

H26 67 5回 56 人 5回 55人 1回 30人 2回 25人 41 

H25 62 4回 34 人 4回 38人 2回 30人 2回 10人 22 

H24 84 5回 29 人 3回 28人 2回 61人 2回 5人 16 

H23 92 5回 61 人 7回 50人 開催なし 2回 8人 33 

H22 66 4回 17 人 2回 17人 開催なし 1回 3人 20 

H21 60 3回 28 人 開催なし 開催なし 1回 5人 9 

H20 35 5回 48 人 開催なし 開成なし 1回 3人 8 

表２ 講習会等の開催状況 

図２ 講習会風景 

現地講習会 室内講習会 
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No. 水系名 調査地点 水質ランク 

1 相模川 高田橋付近 Ｂ 

2 酒匂川 寄 大寺橋上流 Ａ 

3 酒匂川 甘柿橋上流 Ａ 

4 相模川 平山大橋下流 Ａ 

5 酒匂川 立花学園高校直下 Ｂ 

6 相模川 原当麻駅東入口交差点～新一の沢橋 Ｂ 

7 酒匂川 東名高速南西約 70m Ｂ 

8 相模川 第２鮎津橋 Ｂ 

9 相模川 東八幡橋下流 Ｂ 

10 相模川  用田橋 - 

11 相模川 新小鮎橋 Ｂ 

12 酒匂川 ミズヒ沢出合下流 Ａ 

13 酒匂川 立花学園下流 - 

14 酒匂川 西沢 Ａ 

15 酒匂川 西沢 Ａ 

16 相模川 上大島キャンプ場下流 Ｂ 

17 相模川 平山大橋下流 Ａ 

18 相模川 青山浄水場 Ａ 

19 相模川 青野原キャンプ場 Ａ 

20 相模川 亀見橋 Ａ 

21 相模川 青根緑の休暇村 Ａ 

22 相模川 旭町 3丁目付近 Ｂ 

23 酒匂川 立花学園下流 Ｂ 

24 相模川 新丹保橋 Ａ 

25 相模川 鍛冶屋橋 Ａ 

26 相模川 日連 Ａ 

27 相模川 山下橋 Ｂ 

28 相模川 吉野 Ａ 

29 相模川 新八瀬橋上流 - 

30 相模川 座架依橋上流 - 

31 相模川 相模川合流点 - 

32 相模川 白鷺橋上流 - 

33 相模川 目久尻川下流 - 

 

 

 

 

表３ 平成 27年度県民参加型調査結果 
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３ 主要評価指標の経年変化（参考） 

 相模川水系においては、平成 20 年度に第 1 期、平成 25年度に第２期の調査を実施し、酒匂川水系

においては、平成 21 年度に第１期、平成 26 年度に第２期の調査を実施した。第１期から第２期の施

策実施期間中の河川環境の変化を把握するため、平均スコア値、多様度指数、特定種の出現状況、BOD、

全窒素、全燐について、第１期（19～23 年度）から第２期（24 年度～28 年度）の経年マップを作成

した。 

ア 平均スコア値の経年変化 

水質及び自然度の評価指標である平均スコア値の経年変化を図３に示す。相模川水系では２地点で

上昇（0.5）し、４地点でやや低下（0.5～0.6）していた。酒匂川水系では２地点でやや上昇（0.5～

0.6）し、１地点でやや低下（0.5）していた。上昇した地点を青色、低下した地点を橙色で示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第１期 19～23年度 第２期 24～27年度 

◇：県民調査による補完 

：上昇 

：低下 

図３ 平均スコア値の経年変化 
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イ 多様度指数（冬期）の経年変化 

生物多様性の評価指標である多様度指数の経年変化を図４に示す。相模川水系では２地点で上昇

（0.71～1.05）し、４地点で低下（0.76～1.54）していた。酒匂川水系では１地点で上昇（1.19）し、

６点で低下（0.70～0.98）していた。上昇した地点を青色、低下した地点を橙色で示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第１期 19～23年度 第２期 24～27年度 

図４ 多様度指数の経年変化 

多様度指数（Ｈ’）： 生物多様性の評価指標。底生動物に対して、種数と、それぞれの種
に属する個体数を基にして計算される。種類数が多いほど、かつ種ごとの個体数が均等なほ
ど高い値となる。 
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ウ 特定種の出現状況の経年変化 

きれいな水質の指標種であるカミムラカワゲラ及びヘビトンボの出現状況の経年変化を図５、６に

示す。カミムラカワゲラは、相模川水系では５地点で新たに出現し、５地点で出現がなくなり、酒匂

川水系では４地点で新たに出現し、４地点で出現がなくなった。ヘビトンボは、相模川水系では２地

点で新たに出現し、３地点で出現がなくなり、酒匂川水系では４地点で新たに出現し、４地点で出現

がなくなった。新たに出現があった地点を青色、出現がなくなった地点を橙色で示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第１期 19～23年度 第２期 24～27年度 

：出現あり 

：出現なし 

図５ カミムラカワゲラ出現状況の経年変化 

：新たに出現 

：出現がなくなった 

第１期 19～23年度 第２期 24～27年度 

：出現あり 

：出現なし 

図６ ヘビトンボ出現状況の経年変化 

：新たに出現 

：出現がなくなった 
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エ BODの経年変化 

有機汚濁の評価指標である BOD の経年変化を図７に示す。相模川水系では、５地点で低下（0.3～

0.7mg/l）し、1地点でやや上昇（0.4mg/l）していた。酒匂川水系では、３地点で低下（0.3～2.3mg/l）

していた。低下した地点を青色、上昇した地点を橙色で示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オ 全窒素の経年変化 

富栄養化の評価指標である全窒素の経年変化を図８に示す。相模川水系では、７地点でやや低下

（0.40～0.90mg/l）し、１地点でやや上昇（0.40mg/l）していた。酒匂川水系では、４地点で低下（0.42

～1.50mg/l）していた。低下した地点を青色、上昇した地点を橙色で示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図７ BODの経年変化 

第１期 19～23年度 第２期 24～27年度 

：低下 

：上昇 

図８ 全窒素の経年変化 

第１期 19～23年度 第２期 24～27年度 

：低下 

：上昇 
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カ 全燐の経年変化 

富栄養化の評価指標である全燐の経年変化を図９に示す。相模川水系では、６地点でやや低下（0.010

～0.030mg/l）し、３地点でやや上昇（0.010～0.026mg/l）していた。酒匂川水系では、３地点で低下

（0.010～0.208mg/l）し、２地点でやや上昇（0.011～0.025mg/l）していた。低下した地点を青色、

上昇した地点を橙色で示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 平成 28年度の調査計画 

 平成 28年度も、県民参加型調査を実施する。 

より精度の高い平均スコア値が得られるよう講習会内容及び講座内容の充実を図る。 

第２期調査の年次計画を表４に示す。 

 

 

 

 取組内容 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 

河川の流域

における動

植物調査 

 

相
模
川 

調査計画の策定 ○     

現地調査  ○    

結果のとりまとめ  ○    

酒
匂
川 

調査計画の策定  ○    

現地調査   ○   

結果のとりまとめ   ○   

県民参加型

調査 
調査の実施 ○ ○ ○ ○ ○ 

表４ 第２期調査の年次計画 

図９ 全燐の経年変化 

第１期 19～23年度 

：低下 

：上昇 

第２期 24～27年度 


